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事
業

費
補

助
金

額

1
東

洋
町

甲
浦

小
学

校
豊

か
な

自
然

の
恵

み
に

感
謝

し
よ

う
2
9
 

1
6
5
,2

8
1
 

1
6
5
,2

8
1
 

1
6
5
,2

8
1
 

2
佐

喜
浜

小
学

校
美

し
い

・
楽

し
い

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

大
好

き
さ

き
は

ま
っ

子
7
 

7
7
,0

0
0
 

7
7
,0

0
0
 

3
羽

根
小

学
校

海
、

川
、

山
の

つ
な

が
り

を
体

験
を

通
し

て
学

び
、

室
戸

の
文

化
と

環
境

を
考

え
よ

う
。

4
6
 

1
6
4
,1

0
5
 

1
6
4
,1

0
5
 

4
羽

根
中

学
校

高
知

県
の

森
林

環
境

と
郷

土
の

森
林

環
境

に
つ

い
て

学
ぶ

8
 

1
1
4
,1

5
6
 

1
1
4
,1

5
6
 

5
奈

半
利

町
奈

半
利

中
学

校
ふ

る
さ

と
の

自
然

を
見

つ
め

な
お

そ
う

1
1
 

7
6
,8

7
9
 

7
6
,8

7
9
 

7
6
,8

7
9
 

6
下

山
小

学
校

自
然

体
験

や
椎

茸
栽

培
を

通
し

て
、

自
然

の
恵

み
を

知
り

、
自

然
愛

護
の

心
情

を
育

て
る

。
4
 

5
7
,5

4
7
 

5
7
,5

4
7
 

7
井

ノ
口

小
学

校
自

然
か

ら
学

ぼ
う

3
3
 

8
6
,7

8
0
 

8
6
,7

8
0
 

8
土

居
小

学
校

山
に

親
し

も
う

4
5
 

1
9
0
,2

2
4
 

1
9
0
,2

2
4
 

9
芸

西
村

芸
西

中
学

校
身

近
な

自
然

に
触

れ
、

森
林

の
役

割
や

日
常

生
活

と
の

か
か

わ
り

に
つ

い
て

学
ぶ

7
1
 

2
3
6
,7

0
1
 

2
3
6
,7

0
1
 

2
3
6
,7

0
1
 

1
0

香
南

市
野

市
小

学
校

身
近

な
自

然
に

触
れ

、
自

然
を

大
切

に
す

る
気

持
ち

を
も

と
う

2
1
0
 

5
8
0
,6

3
0
 

5
8
0
,6

3
0
 

5
8
0
,6

3
0
 

1
1

舟
入

小
学

校
山

に
親

し
も

う
2
6
 

1
2
7
,5

7
9
 

1
2
7
,5

7
9
 

1
2

山
田

小
学

校
ふ

る
さ

と
香

美
市

の
自

然
を

守
る

た
め

に
自

分
た

ち
が

で
き

る
こ

と
は

何
か

を
考

え
よ

う
8
0
 

3
2
8
,3

8
3
 

3
2
8
,3

8
3
 

1
3

楠
目

小
学

校
私

た
ち

の
た

か
ら

～
香

美
市

の
山

・
物

部
川

～
2
1
5
 

5
3
5
,9

5
0
 

5
3
5
,9

5
0
 

1
4

片
地

小
学

校
見

て
、

触
れ

て
、

感
じ

て
考

え
よ

う
。

山
、

川
、

海
、

森
林

の
大

切
さ

！
5
4
 

2
7
9
,9

0
0
 

2
7
9
,9

0
0
 

2
,1

4
3
,7

7
5
 

1
5

香
長

小
学

校
森

林
の

環
境

に
つ

い
て

考
え

、
生

命
を

育
む

自
然

の
尊

さ
を

学
ぶ

5
1
 

1
5
0
,8

3
9
 

1
5
0
,8

3
9
 

1
6

香
美

市
大

宮
小

学
校

～
森

林
の

恵
み

に
感

謝
～

3
1
 

1
4
3
,8

7
7
 

1
4
3
,8

7
7
 

1
7

大
栃

小
学

校
地

域
の

環
境

・
自

然
を

守
り

育
て

て
い

こ
う

1
5
 

7
5
,0

5
2
 

7
5
,0

5
2
 

1
8

鏡
野

中
学

校
香

美
市

の
森

林
資

源
を

知
り

、
守

り
、

活
用

に
つ

な
げ

る
「
物

部
川

水
系

の
水

源
に

つ
い

て
の

学
習

」
1
2
0
 

3
4
7
,6

0
0
 

3
4
7
,6

0
0
 

1
9

香
美

市
香

北
中

学
校

山
の

活
動

を
通

し
て

自
主

性
を

育
み

、
郷

土
の

森
林

や
環

境
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
2
7
 

5
,0

0
0
 

5
,0

0
0
 

2
0

大
栃

中
学

校
持

続
可

能
な

自
然

環
境

を
地

域
と

共
に

守
る

2
3
 

1
4
9
,5

9
5
 

1
4
9
,5

9
5
 

2
1

鳶
ヶ

池
中

学
校

学
校

林
の

整
備

と
保

全
1
4
6
 

3
6
2
,9

6
7
 

3
6
2
,9

6
7
 

2
2

香
長

中
学

校
高

知
県

の
豊

か
な

森
林

を
守

り
、

未
来

へ
つ

な
ぐ

、
も

の
づ

く
り

1
6
6
 

6
0
0
,5

0
0
 

5
9
9
,0

0
0
 

第
３

号
様

式

別
紙

３
（
そ

の
１

）

令
和

６
年

度
　

事
業

実
施

主
体

一
覧

表

実
績

額
番

号
市

町
村

（
学

校
組

合
）

名
学

校
法

人
名

等
学

校
名

事
業

テ
ー

マ
児

童
・

生
徒

数
備

考

室
戸

市
3
5
5
,2

6
1
 

安
芸

市
3
3
4
,5

5
1
 

南
国

市
9
6
1
,9

6
7
 

1

1



事
業

費
補

助
金

額

実
績

額
番

号
市

町
村

（
学

校
組

合
）

名
学

校
法

人
名

等
学

校
名

事
業

テ
ー

マ
児

童
・

生
徒

数
備

考

2
3

第
四

小
学

校
体

験
か

ら
学

ぶ
豊

か
な

自
然

と
環

境
教

育
4
7
 

2
0
0
,0

0
0
 

2
0
0
,0

0
0
 

2
4

第
六

小
学

校
自

然
と

と
も

に
生

き
る

わ
た

し
た

ち
の

く
ら

し
を

見
つ

め
よ

う
1
2
6
 

3
4
8
,4

2
5
 

3
4
8
,4

2
5
 

2
5

江
ノ

口
小

学
校

森
川

海
の

つ
な

が
り

と
森

の
役

割
を

学
ぶ

森
林

環
境

学
習

3
0
 

1
1
1
,5

0
0
 

1
1
1
,5

0
0
 

2
6

旭
小

学
校

高
知

県
の

豊
か

な
自

然
環

境
に

つ
い

て
学

ぶ
森

林
環

境
教

育
3
1
9
 

6
6
7
,7

9
2
 

6
6
7
,7

9
2
 

2
7

高
知

市
旭

東
小

学
校

5
年

　
森

林
の

役
割

・
森

林
を

守
る

活
動

に
つ

い
て

知
ろ

う
6
年

　
山

・
川

・
海

の
働

き
を

考
え

よ
う

1
1
8
 

5
5
3
,4

8
1
 

5
5
3
,4

8
1
 

7
,7

7
0
,2

8
8
 

2
8

潮
江

東
小

学
校

土
佐

和
紙

の
学

習
・
八

田
堰

お
よ

び
新

川
用

水
の

学
習

3
8
 

8
8
,4

0
0
 

8
8
,4

0
0
 

2
9

初
月

小
学

校
高

知
の

山
と

友
だ

ち
に

な
ろ

う
2
3
6
 

7
3
1
,6

0
0
 

7
3
1
,6

0
0
 

3
0

横
浜

小
学

校
い

の
ち

を
み

つ
め

て
（
山

・
海

・
川

の
学

習
を

通
じ

て
）
－

地
球

の
い

の
ち

ー
5
4
 

3
9
9
,3

5
0
 

3
9
9
,3

5
0
 

3
1

浦
戸

小
学

校
「
海

・
山

の
自

然
」
を

通
じ

て
、

自
分

た
ち

の
地

域
を

見
つ

め
直

そ
う

4
3
 

1
2
0
,8

3
5
 

1
2
0
,8

3
5
 

3
2

五
台

山
小

学
校

森
林

と
人

の
関

わ
り

を
知

る
1
7
 

6
8
,7

2
3
 

6
8
,7

2
3
 

3
3

高
須

小
学

校
「
高

須
の

エ
コ

チ
ャ

レ
ン

ジ
　

環
境

問
題

に
つ

い
て

考
え

よ
う

」
9
0
 

3
9
6
,8

7
2
 

3
9
6
,8

7
2
 

3
4

一
宮

小
学

校
緑

豊
か

な
高

知
の

森
林

を
守

ろ
う

7
4
 

2
6
5
,9

2
2
 

2
6
5
,9

2
2
 

3
5

鴨
田

小
学

校
高

知
県

の
豊

か
な

森
林

環
境

に
つ

い
て

学
ぶ

森
林

環
境

教
育

2
2
3
 

7
3
8
,6

3
0
 

7
3
8
,6

3
0
 

3
6

一
ツ

橋
小

学
校

森
林

面
積

日
本

一
！

森
と

私
た

ち
の

生
活

と
の

結
び

つ
き

を
探

求
し

よ
う

5
2
 

2
2
0
,6

7
7
 

2
2
0
,6

7
7
 

3
7

泉
野

小
学

校
い

ず
み

の
森

を
た

の
し

も
う

5
0
6
 

3
7
2
,8

6
7
 

3
7
2
,8

6
7
 

3
8

一
宮

東
小

学
校

高
知

県
の

豊
か

な
自

然
環

境
に

つ
い

て
学

ぶ
環

境
教

育
5
0
 

1
3
2
,0

0
0
 

1
3
2
,0

0
0
 

3
9

十
津

小
学

校
体

験
活

動
を

通
し

て
山

の
素

晴
ら

し
さ

を
学

び
、

自
然

を
守

る
た

め
に

で
き

る
こ

と
を

考
え

て
、

こ
れ

か
ら

の
暮

ら
し

に
い

か
そ

う
。

2
0
7
 

5
7
9
,9

7
5
 

5
7
9
,9

7
5
 

4
0

高
知

市
横

浜
新

町
小

学
校

甫
喜

ヶ
峰

森
林

公
園

の
中

で
自

然
体

験
を

行
い

、
森

林
環

境
教

育
の

大
切

さ
を

学
ぶ

8
2
 

1
9
2
,3

6
0
 

1
9
2
,3

6
0
 

4
1

介
良

潮
見

台
小

学
校

森
林

の
恵

み
を

生
活

に
生

か
そ

う
2
1
5
 

1
8
0
,4

7
1
 

1
8
0
,4

7
1
 

4
2

横
内

小
学

校
地

域
の

自
然

の
よ

さ
を

知
り

、
森

林
の

働
き

を
学

習
し

よ
う

3
5
8
 

7
3
4
,2

0
0
 

7
3
4
,2

0
0
 

4
3

城
西

中
学

校
森

の
中

学
校

7
9
 

2
8
1
,0

0
0
 

2
8
1
,0

0
0
 

4
4

鏡
中

学
校

未
来

環
境

へ
の

種
ま

き
1
9
 

1
2
8
,8

8
3
 

1
2
8
,8

8
3
 

4
5

義
務

教
育

学
校

行
川

学
園

森
林

と
私

た
ち

の
暮

ら
し

の
結

び
つ

き
を

考
え

よ
う

5
6
 

2
5
6
,3

2
5
 

2
5
6
,3

2
5
 

2

2



事
業

費
補

助
金

額

実
績

額
番

号
市

町
村

（
学

校
組

合
）

名
学

校
法

人
名

等
学

校
名

事
業

テ
ー

マ
児

童
・

生
徒

数
備

考

4
6

大
豊

町
大

豊
学

園
緑

の
大

豊
町

に
学

ぼ
う

5
8
 

1
1
4
,7

3
8
 

1
1
4
,7

3
8
 

1
1
4
,7

3
8
 

4
7

本
山

小
学

校

4
8

吉
野

小
学

校

4
9

土
佐

町
土

佐
町

小
学

校
土

佐
町

森
林

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

5
5
 

1
2
9
,0

0
0
 

1
2
9
,0

0
0
 

1
2
9
,0

0
0
 

5
0

高
岡

第
一

小
学

校
S
D

G
s（

持
続

可
能

な
開

発
目

標
）
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

よ
う

森
林

環
境

教
育

～
高

知
県

の
豊

か
な

自
然

環
境

を
体

験
し

よ
う

～
7
1
 

2
2
2
,0

8
0
 

2
2
2
,0

8
0
 

5
1

波
介

小
学

校
高

知
の

自
然

大
好

き
3
0
 

1
9
3
,0

0
0
 

1
4
7
,9

6
1
 

5
2

蓮
池

小
学

校
高

知
県

の
豊

か
な

自
然

が
育

む
、

森
林

環
境

・
安

全
学

習
3
2
 

1
3
0
,8

4
0
 

1
3
0
,8

4
0
 

5
3

吾
北

中
学

校
吾

北
の

’
川

(仁
淀

川
)’

と
’
山

’
、

そ
し

て
’
人

’
と

の
関

わ
り

を
体

験
的

に
学

ぶ
～

吾
北

を
知

り
　

吾
北

を
体

験
し

　
吾

北
の

未
来

を
考

え
る

～
2
3
 

1
3
9
,4

5
1
 

1
3
9
,4

5
1
 

5
4

神
谷

中
学

校
ふ

る
さ

と
、

【
神

谷
】
の

自
然

を
体

験
し

、
そ

の
未

来
を

考
え

る
1
9
 

7
8
,0

0
0
 

7
8
,0

0
0
 

5
5

伊
野

南
中

学
校

い
の

町
の

山
の

良
さ

、
大

切
さ

を
学

ぶ
　

～
木

材
に

親
し

む
～

1
2
 

1
0
2
,6

5
1
 

1
0
2
,6

5
1
 

5
6

長
沢

小
学

校
地

域
の

山
や

川
に

親
し

む
と

と
も

に
、

自
然

を
守

り
、

生
か

そ
う

と
す

る
こ

と
を

考
え

る
7
 

4
4
,2

0
7
 

4
4
,2

0
7
 

5
7

佐
川

小
学

校
さ

か
わ

の
自

然
に

ふ
れ

る
・
さ

か
わ

の
植

物
に

ふ
れ

る
9
7
 

3
5
1
,4

7
4
 

3
5
1
,4

7
4
 

5
8

斗
賀

野
小

学
校

ふ
る

さ
と

を
愛

し
、

地
域

の
未

来
を

創
り

出
す

と
か

の
っ

子
1
4
5
 

1
7
6
,8

1
4
 

1
7
6
,8

1
4
 

5
9

尾
川

小
学

校
尾

川
地

区
の

森
林

の
大

切
さ

を
知

ろ
う

1
5
 

4
8
,5

4
8
 

4
8
,5

4
8
 

6
0

黒
岩

小
学

校
山

、
川

、
里

、
海

の
つ

な
が

り
を

調
べ

、
環

境
保

全
に

関
心

を
持

と
う

！
2
5
 

1
4
3
,4

8
2
 

1
4
3
,4

8
2
 

6
1

越
知

町
越

知
小

学
校

横
倉

山
を

知
る

！
5
1
 

4
8
,0

0
0
 

4
8
,0

0
0
 

4
8
,0

0
0
 

6
2

日
下

小
学

校
人

と
自

然
の

つ
な

が
り

を
考

え
よ

う
　

～
山

や
森

林
を

通
し

て
～

9
3
 

4
2
0
,8

3
5
 

4
0
0
,0

0
0
 

6
3

能
津

小
学

校
身

近
な

山
の

自
然

に
親

し
も

う
1
5
 

1
5
9
,4

7
9
 

1
5
2
,4

7
9
 

本
山

町
嶺

北
地

域
の

山
の

生
活

（
森

林
学

習
と

山
に

関
わ

る
体

験
を

通
し

て
）

2
6
 

1
0
2
,5

7
9
 

1
0
2
,5

7
9
 

1
0
2
,5

7
9
 

土
佐

市
5
0
0
,8

8
1
 

い
の

町
3
6
4
,3

0
9
 

佐
川

町
7
2
0
,3

1
8
 

日
高

村
5
5
2
,4

7
9
 

3

3



事
業

費
補

助
金

額

実
績

額
番

号
市

町
村

（
学

校
組

合
）

名
学

校
法

人
名

等
学

校
名

事
業

テ
ー

マ
児

童
・

生
徒

数
備

考

6
4

吾
桑

小
学

校
森

林
と

深
く
関

わ
り

の
あ

る
仕

事
に

従
事

し
て

い
る

方
々

の
お

話
や

、
様

々
な

体
験

活
動

を
通

し
て

、
森

林
の

働
き

や
自

然
環

境
の

大
切

さ
を

学
ぶ

。
4
9
 

5
7
,4

7
6
 

5
7
,4

7
6
 

6
5

新
荘

小
学

校
わ

た
し

た
ち

の
新

荘
川

と
森

林
の

働
き

1
3
 

6
6
,1

8
8
 

6
6
,1

8
8
 

6
6

南
小

学
校

豊
か

な
森

林
・
自

然
環

境
を

学
び

、
体

験
活

動
や

自
然

観
察

を
通

じ
て

生
き

る
力

を
育

む
1
2
 

2
9
,1

2
1
 

2
9
,1

2
1
 

6
7

多
ノ

郷
小

学
校

高
知

県
の

自
然

環
境

に
つ

い
て

学
ぶ

（
環

境
学

習
）

4
4
 

2
1
,9

2
2
 

2
1
,9

2
2
 

6
8

須
崎

小
学

校
森

林
学

習
（
甫

喜
ヶ

峰
森

林
公

園
）

2
0
 

8
2
,0

6
0
 

8
2
,0

6
0
 

6
9

浦
ノ

内
小

学
校

森
林

と
と

も
に

生
き

る
1
4
 

3
6
,5

4
3
 

3
6
,5

4
3
 

7
0

朝
ヶ

丘
中

学
校

災
害

に
備

え
る

　
～

生
き

る
力

を
育

む
～

6
1
 

1
9
9
,8

2
0
 

1
9
9
,8

2
0
 

7
1

米
奥

小
学

校
ふ

る
さ

と
の

山
と

山
の

恵
み

を
感

じ
よ

う
1
6
 

1
9
5
,3

0
9
 

1
9
5
,3

0
9
 

7
2

東
又

小
学

校
未

来
へ

つ
な

ぐ
宝

の
山

　
遊

べ
る

・
学

べ
る

・
笑

顔
に

な
れ

る
・
地

域
と

と
も

に
～

学
校

林
・
ビ

オ
ト

ー
プ

～
8
3
 

2
7
7
,8

0
1
 

2
7
7
,8

0
1
 

7
3

三
浦

小
学

校
森

林
の

チ
カ

ラ
と

私
た

ち
の

生
活

　
～

循
環

す
る

自
然

に
つ

い
て

の
体

験
的

な
学

び
～

3
2
 

1
8
9
,8

0
0
 

1
8
9
,8

0
0
 

7
4

田
ノ

口
小

学
校

森
林

と
ダ

ム
の

関
係

性
と

環
境

保
全

に
つ

い
て

学
ぼ

う
9
 

1
0
,2

4
7
 

1
0
,2

4
7
 

7
5

上
川

口
小

学
校

山
の

ゆ
た

か
さ

、
山

の
恵

み
を

感
じ

、
守

っ
て

い
こ

う
5
0
 

1
6
0
,9

3
5
 

1
6
0
,9

3
5
 

7
6

拳
ノ

川
小

学
校

森
林

の
与

え
る

恵
み

を
知

り
、

森
林

保
護

・
環

境
保

全
の

大
切

さ
を

学
ぶ

。
2
2
 

1
2
8
,2

1
2
 

1
2
8
,2

1
2
 

7
7

中
村

小
学

校
～

山
・
川

・
海

　
四

万
十

の
源

を
知

ろ
う

！
～

2
7
9
 

7
9
,8

0
4
 

7
9
,8

0
4
 

7
8

利
岡

小
学

校
地

域
の

豊
か

な
自

然
環

境
に

学
ぶ

森
林

環
境

学
習

1
5
 

1
0
8
,9

7
9
 

1
0
8
,9

7
9
 

7
9

東
中

筋
小

学
校

森
林

体
験

学
習

を
通

し
て

、
地

域
の

自
然

や
環

境
に

つ
い

て
考

え
、

環
境

保
全

を
考

え
た

行
動

が
で

き
る

よ
う

に
な

ろ
う

1
3
 

5
8
,8

2
3
 

5
8
,8

2
3
 

8
0

西
土

佐
小

学
校

森
林

の
大

切
さ

や
地

域
の

基
幹

産
業

で
あ

っ
た

林
業

の
今

昔
等

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
、

山
や

森
の

環
境

を
守

ろ
う

と
す

る
心

情
を

養
う

2
7
 

6
9
,7

7
5
 

6
9
,7

7
5
 

8
1

西
土

佐
中

学
校

ふ
る

さ
と

西
土

佐
を

「
知

る
」
「
学

ぶ
」
「
生

き
る

」
4
6
 

1
4
3
,7

4
4
 

1
4
3
,7

4
4
 

四
万

十
町

4
7
3
,1

1
0
 

黒
潮

町
4
8
9
,1

9
4
 

四
万

十
市

4
6
1
,1

2
5
 

須
崎

市
4
9
3
,1

3
0
 

4

4



事
業

費
補

助
金

額

実
績

額
番

号
市

町
村

（
学

校
組

合
）

名
学

校
法

人
名

等
学

校
名

事
業

テ
ー

マ
児

童
・

生
徒

数
備

考

8
2

小
筑

紫
小

学
校

海
と

山
と

人
と

の
関

わ
り

を
知

る
5
0
 

1
8
4
,8

9
7
 

1
8
3
,8

9
7
 

8
3

大
島

小
学

校
森

林
の

大
切

さ
や

海
と

の
つ

な
が

り
を

学
び

、
自

然
の

大
切

さ
や

環
境

に
つ

い
て

考
え

よ
う

8
3
 

2
6
7
,8

9
5
 

2
6
7
,8

9
5
 

8
4

宿
毛

小
学

校
森

林
環

境
を

は
じ

め
自

然
豊

か
な

ふ
る

さ
と

を
見

つ
め

、
ふ

る
さ

と
を

愛
し

、
未

来
を

描
く
　

宿
毛

っ
子

2
3
5
 

6
9
5
,6

1
2
 

6
9
5
,6

1
2
 

8
5

山
奈

小
学

校
「
山

・
川

・
海

の
繋

が
り

を
通

し
て

、
森

林
の

大
切

さ
や

恵
み

に
つ

い
て

学
ぼ

う
」

6
1
 

2
9
9
,5

6
0
 

2
9
9
,5

6
0
 

8
6

宿
毛

中
学

校
自

然
の

中
で

の
体

験
活

動
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
通

し
て

自
主

性
を

涵
養

し
、

郷
土

の
自

然
や

環
境

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
1
8
9
 

5
3
8
,6

6
9
 

5
3
8
,6

6
9
 

8
7

大
月

町
大

月
小

学
校

黒
潮

づ
く
り

を
通

し
て

、
山

と
海

の
つ

な
が

り
を

知
り

環
境

保
全

に
つ

い
て

考
え

よ
う

。
1
0
4
 

5
0
3
,4

0
0
 

4
8
2
,4

0
0
 

4
8
2
,4

0
0
 

8
8

学
校

法
人

日
吉

学
園

と
さ

自
由

学
校

身
近

な
自

然
に

触
れ

親
し

む
活

動
を

通
し

て
、

森
林

の
役

割
、

生
き

物
同

氏
の

つ
な

が
り

等
人

と
自

然
と

の
関

わ
り

に
気

づ
く
と

と
も

に
、

山
・
川

・
海

の
繋

が
り

に
つ

い
て

も
学

ぶ
。

ま
た

、
森

林
の

利
用

と
森

林
を

守
り

育
て

る
こ

と
の

大
切

さ
に

気
づ

く
。

6
9
 

2
0
6
,8

3
9
 

2
0
6
,8

3
9
 

2
0
6
,8

3
9
 

8
9

学
校

法
人

高
知

学
園

高
知

小
学

校
森

林
や

植
物

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

で
、

自
然

の
恵

み
の

大
切

さ
を

知
り

、
豊

か
な

自
然

環
境

を
守

っ
て

い
こ

う
と

す
る

態
度

を
育

て
る

。
1
7
6
 

1
6
1
,4

6
0
 

1
5
1
,5

6
0
 

1
5
1
,5

6
0
 

7
,0

0
3
 

2
0
,0

0
6
,9

0
2
 

1
9
,9

0
0
,6

2
8
 

1
9
,9

0
0
,6

2
8
 

（
注

）
１

　
番

号
は

、
別

紙
４

の
番

号
と

一
致

さ
せ

て
く
だ

さ
い

。

２
　

「
市

町
村

名
」
欄

に
つ

い
て

は
、

事
業

実
施

主
体

が
所

在
す

る
市

町
村

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

３
　

必
要

に
応

じ
て

、
増

行
、

増
項

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

合
計

宿
毛

市
1
,9

8
5
,6

3
3
 

5

5



事
業
費

補
助
金
額

情
報
交
流
館

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
自
然
を
大
切
に
す
る
心
や
、
木
の
ぬ
く
も
り
、
木
と
人
と
の
関
わ
り
、
森
林
を
守
り
育
て

る
こ
と
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
、
高
知
県
民
、
特
に
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

こ
と
を
目
的
に
、
森
林
環
境
学
習
と
木
工
工
作
や
自
然
体
験
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
間

伐
体
験
な
ど
の
体
験
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
44
回
実
施
し
、
体
験
を
通
し
て

楽
し
み
な
が
ら
森
林
環
境
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し
た
。

2,
26
7

1,
24
7,
8
24

74
6
,0
2
4

一
般
社
団
法
人

高
知
県
山
林
協
会

　
「木
の
文
化
」を
身
に
付
け
、
活
動
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
と
共
に
、
木
や
森
に
関
わ

る
人
々
の
技
術
や
伝
統
を
次
代
に
伝
え
、
ま
た
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
「木
の
文

化
」が
身
に
付
く
よ
う
な
学
習
の
支
援
を
行
っ
た
。
学
校
等
の
要
望
に
応
じ
山
の
一
日
先

生
を
派
遣
、
ま
た
は
高
知
県
立
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
を
活
用
し
て
、
「木
を
育
て
る
」「
木

に
親
し
む
」「
木
を
活
か
す
」と
い
う
高
知
県
の
木
の
文
化
県
構
想
の
趣
旨
に
則
り
、

様
々
な
学
習
・体
験
活
動
を
35
回
実
施
し
た
。

2,
13
3

78
1,
7
51

75
0
,0
0
0

体
験
活
動
高
知

　
幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
中
学
校
、
高
等
学
校
、
一
般
を
対
象
に
、
高
知
県
の
自
然
や
森

林
へ
の
関
心
を
高
め
、
森
林
学
習
に
つ
な
げ
る
機
会
を
提
供
し
た
。
自
然
体
験
導
入
を

目
的
と
し
た
万
華
鏡
づ
く
り
や
、
木
と
触
れ
合
う
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
、
竹
コ
マ
や
竹
け
ん

玉
づ
く
り
等
を
32
回
実
施
し
た
。

1,
13
3

52
5,
3
00

52
2
,3
0
0

ヒ
ラ
コ
ラ
ボ

　
自
然
体
験
や
木
工
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
体
験
活
動
を
通
じ
て
自
然
と
人
と
の
関
り
を
感
じ
、

高
知
県
の
森
林
の
現
状
や
森
や
木
に
つ
い
て
の
学
び
や
発
見
を
通
し
て
自
分
た
ち
に

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
森
林
を
守
り
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
、
木
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
指
導
者
等
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
、
木
の
話
や
木
の
ペ
ン

ダ
ン
ト
づ
く
り
等
を
1
9回
実
施
し
た
。

85
8

68
6,
8
56

58
8
,6
9
6

香
南
市

　
子
ど
も
た
ち
が
森
林
や
木
に
親
し
み
、
林
業
や
環
境
保
全
へ
の
関
心
を
高
め
る
機
会

を
つ
く
り
、
ま
た
木
育
指
導
者
と
し
て
活
動
で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
香
南

市
内
の
保
育
園
や
小
学
校
等
で
万
華
鏡
づ
く
り
や
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
等
を
8回
実
施
し

た
。

24
3

19
3,
8
85

9
6
,9
4
2

高
知
県
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

ネ
イ
チ
ャ
ー
協
会

　
豊
か
な
自
然
の
恵
み
、
自
然
へ
の
発
見
や
地
域
文
化
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の

持
つ
感
性
を
伸
ば
し
、
ま
た
、
森
林
環
境
へ
の
関
心
を
高
め
持
続
的
な
森
林
環
境
の
維

持
保
全
に
つ
い
て
理
解
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
保
育
園
・幼
稚
園
や
学
校
等

に
出
向
き
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
や
木
工
ク
ラ
フ
ト
等
を
7回
実
施
し
た
。

51
4

66
6,
2
27

62
7
,4
4
0

備
考

第
３
号
様
式

別
紙
３
（そ
の
２
）

令
和
６
年
度
　
事
業
実
施
主
体
一
覧
表

事
業
区
分

実
施
団
体
名

事
業
概
要

参
加
者
数

実
績

山
の
一
日

先
生
派
遣

6



花
咲
製
炭

バ
イ
オ
炭
に
よ
る
自
然
環
境
再
生
活
動
や
学
校
等
で
比
較
的
手
軽
に
実
施
で
き
る
炭

焼
き
体
験
の
手
法
、
竹
を
題
材
に
自
然
に
親
し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
等
に
つ
い
て

講
習
し
、
木
育
指
導
員
の
質
の
向
上
と
連
携
を
図
っ
た
。

5
72
,5
72

6
9
,9
6
6

木
育
活
動
団
体

「こ
う
ち
」

　
木
と
ふ
れ
あ
い
、
山
や
木
の
大
切
さ
を
学
び
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
木
育

活
動
と
し
て
、
幼
稚
園
や
保
育
園
、
児
童
ク
ラ
ブ
、
佐
川
お
も
ち
ゃ
美
術
館
等
で
、
森
林

の
お
話
や
○
×
ク
イ
ズ
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
や
の
こ
ぎ
り
体
験
等
を
17
回
実
施
し
た
。

43
7

35
4,
6
36

29
0
,8
3
6

N
P
O
法
人

朝
霧
森
林
倶
楽
部

　
森
林
愛
護
や
自
然
保
護
の
普
及
啓
発
、
森
林
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、
四
万
十
町

立
東
又
小
学
校
の
学
校
林
で
伐
採
・収
穫
し
た
和
紙
原
料
と
な
る
雁
皮
を
使
っ
て
、
6年

生
と
そ
の
保
護
者
等
を
対
象
に
卒
業
証
書
用
紙
作
成
体
験
を
行
っ
た
。

30
15
3,
6
24

15
3
,6
2
4

う
み
の
こ
ど
も

　
身
近
な
森
林
環
境
の
豊
か
さ
を
実
感
し
、
森
林
を
守
り
、
大
切
に
す
る
心
を
育
て
、
林

業
を
将
来
の
職
業
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

森
林
の
役
割
等
の
講
話
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
や
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
等
を
県
内
の
小
学
校
4

校
で
計
5回
実
施
し
た
。

14
3

32
1,
5
48

31
9
,9
2
8

加
茂
山
に
親
し
む
会

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
森
林
の
働
き
や
森
林
を
守
り
・育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え

る
こ
と
を
目
的
に
、
い
の
町
立
伊
野
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
、
地
元
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
加
茂
山
登
山
と
木
工
ク
ラ
フ
ト
体
験
を
行
っ
た
。

11
9

79
,0
00

7
9
,0
0
0

7,
88
2

5,
0
83
,2
23

4
,2
4
4
,7
5
6

合
計

（注
）１
　
必
要
に
応
じ
て
、
増
行
、
増
項
等
し
て
く
だ
さ
い
。

山
の
一
日

先
生
派
遣

7



第
３
号
様
式

別
紙
３
（
そ
の
３
）

事
業
費

補
助
金
額

市
町
村
等

県
補
助
金

そ
の
他

補
助
対
象
人
数

×
２
千
円
①

食
費
総
額

×
１
／
３
②

1
香
美
市

片
地
小
学
校

地
域
に
あ
る
施
設
を
利
用
し
自
然
体
験
や

防
災
学
習
を
行
う
。

1
1

1
5
1
,7
8
4
1
5
1
,7
8
4

2
須
崎
市

上
分
小
学
校

集
団
生
活
の
中
で
生
活
体
験
、
自
然
体

験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
を
通
じ
て
森
林
環

境
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
生
き
る
力
を
育

1
8

1
7
9
,2
5
4
1
7
9
,2
5
4

3
葉
山
小
学
校

4
中
央
小
学
校

5
梼
原
町

梼
原
小
学
校

森
林
と
海
の
か
か
わ
り
を
知
ろ
う
！

2
1

3
2
7
,7
6
3
1
9
7
,1
6
5

6
学
校
法
人

日
吉
学
園
と
さ
自
由
学
校
今
ま
で
学
ん
で
き
た
自
然
環
境
に
つ
い
て

地
域
の
違
い
に
着
目
し
た
観
点
で
見
直
し

新
た
な
発
見
に
繋
げ
る
。

3
3

4
0
4
,8
2
8
2
0
0
,0
0
0

7 8 9 1
0

1
2
7
1
,3
8
7
,1
6
3
8
4
4
,0
7
7

（
注
）
１
　
番
号
は
、
別
紙
４
の
番
号
と
一
致
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

２
　
「
市
町
村
名
」
欄
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施
主
体
が
所
存
す
る
市
町
村
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

３
　
１
人
当
た
り
の
食
費
が
異
な
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
費
毎
に
行
を
分
け
て
く
だ
さ
い
。

４
　
県
補
助
金
は
、
「
県
補
助
金
積
算
基
礎
」
欄
の
①
、
②
、
食
費
総
額
か
ら
市
町
村
費
を
除
い
た
残
額
の
い
ず
れ
か
の
最
も
低
い
額
と
し
て
く
だ
さ
い
。

５
　
必
要
に
応
じ
て
、
増
行
、
増
行
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

内
訳

宿
泊
型
学
習
利
用
促
進
（
学
校
行
事
）

宿
泊
型
学
習
支
援
（
学
校
行
事
）

合
計

事
業
実
施
主
体
一
覧
表

番
号

県
補
助
金
積
算
基
礎

市
町
村

（
学
校
組

合
）
名
学

校
法
人
名

等

学
校
名

事
業
テ
ー
マ

児
童
・

生
徒
数

補
助

対
象

人
数

実
績

食
費

総
額

津
野
町

高
知
県
の
豊
か
な
自
然
環
境
か
ら
学
ぶ

4
4

3
2
3
,5
3
4
1
1
5
,8
7
4

8



第
３
号
様
式

別
紙
３
（そ
の
２
）

事
業
費

補
助
金
額

高
知
県
青
年
団
協
議
会
森
の
歴
史
・防
災
・小
規
模
自
伐
型
林
業
に
関
す
る
講
話
と
間
伐
材
を
活
用
し
た
木
工

ク
ラ
フ
ト
体
験
等
を
行
い
、
参
加
者
と
講
師
等
で
活
動
の
振
り
返
り
と
森
と
人
の
暮
ら
し
に

つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
に
よ
り
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
し
た
。

23
27
8,
84
2

23
6,
43
6
総
数
：
3
8
人

地
域
の
応
援
隊
　
和

森
林
の
役
割
な
ど
に
関
す
る
講
話
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
や
川
の
学
習

な
ど
自
然
の
中
の
体
験
を
通
じ
て
、
森
林
の
重
要
性
を
理
解
し
、
自
然
の
美
し
さ
や
怖

さ
、
故
郷
の
良
さ
を
感
じ
と
り
、
自
然
環
境
へ
の
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
主
性
や
創

造
力
を
養
っ
た
。

17
29
4,
14
4

23
2,
43
5
総
数
：
3
1
人

大
川
村

（白
滝
自
然
王
国
）

竹
コ
ッ
プ
づ
く
り
や
木
工
ク
ラ
フ
ト
体
験
に
よ
り
木
に
親
し
み
、
森
林
を
大
切
に
す
る
心
を

育
ん
だ
。
ま
た
、
森
林
散
策
や
川
遊
び
な
ど
自
然
の
中
で
行
動
す
る
こ
と
で
、
動
植
物
や

森
林
、
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

21
52
7,
32
7

25
2,
32
7
総
数
：
3
3
人

大
川
村

（お
山
の
ガ
キ
大
将
）

森
と
水
の
話
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
や
竹
な
ど
を
使
っ
た
木
工
ク
ラ
フ
ト
等
の
体
験
学
習

を
通
し
て
、
大
川
村
の
自
然
に
親
し
み
、
樹
木
や
植
物
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
自

然
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

22
52
5,
27
1

26
0,
27
1
総
数
：
3
2
人

83
1
,6
25
,5
84

98
1,
46
9
総
数
計
：

合
計
1
3
4
人

（注
）

１
　
必
要
に
応
じ
て
、
増
行
、
増
項
当
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

高
知
県
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

ネ
イ
チ
ャ
ー
協
会

子
ど
も
達
へ
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
並
び
に
木
使
い
活
動
を
通
し
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み

や
自
然
へ
の
発
見
・不
思
議
や
地
域
文
化
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
持
つ
感
性
を

伸
ば
し
、
「気
づ
き
」「
理
解
」「
行
動
」な
ど
「生
き
る
力
」を
醸
成
す
る
。

0
0

0
中
止
（
参
加
者
数
が

定
数
に
達
し
な
か
っ

た
た
め
）

黒
潮
町

自
然
体
験
学
習
を
行
う
こ
と
で
、
森
林
の
様
々
な
働
き
を
知
り
、
環
境
保
全
に
つ
い
て
の

重
要
性
を
理
解
す
る
。

0
0

0
中
止
（
台
風
の
た
め
）

合
計

実
績

事
業
実
施
主
体
一
覧
表

事
業
区
分

実
施
団
体
名

事
業
概
要

参
加
者
数

備
考

宿
泊
型
学

習
支
援

（学
校
行

事
以
外
）

9



第
３
号
様
式

 

別
紙
５

 

事
 
業
 
実
 
施
 
一

 
覧

 

 
（
注
）
１
 
実
施
団
体
別
に
作
成
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
適
宜
、
増
行
、
増
項
等
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

２
 
「
番
号
」
は
、
別
記
第
３
号
様
式
別
紙
６
の
活
動
個
別
事
例
報
告
の
番
号
と
一
致
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

 
 

番 号
年

　
月

　
日

時
間

実
施

場
所

実
施

内
容

講
師

名
対

象
者

参
加

者
数

備
考

1
2
0
24

年
6
月

2
3
日

9
:0

0
-1

6
:2

0
こ

う
ち

男
女

共
同

参
画

セ
ン

タ
ー

「
ソ

ー
レ

」
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（基
礎

）
堀

田
幸

生
、

平
子

真
治

指
導

者
と

し
て

活
動

す
る

意
思

の
あ

る
方

 、
所

属
先

等
で

木
育

に
取

り
組

む
意

思
の

あ
る

方
17

2
2
0
24

年
7
月

2
2
日

13
：3

0-
14

：3
0

S
U

N
S

U
N

な
が

お
か

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（現

場
研

修
）

堀
田

幸
生

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（基

礎
）受

講
者

2

3
2
0
24

年
7
月

2
3
日

1
0
:0

0
-1

2
:0

0
旭

小
児

童
ク

ラ
ブ

お
お

と
り

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（現

場
研

修
）

平
子

真
治

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（基

礎
）受

講
者

2

4
2
0
24

年
7
月

2
8
日

10
：0

0-
11

：3
0

安
芸

市
生

涯
学

習
館

ホ
ー

ル
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（現
場

研
修

）
堀

田
幸

生
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（基
礎

）受
講

者
1

5
2
0
24

年
7
月

3
0
日

1
0
:0

0
-1

2
:0

0
旭

小
児

童
ク

ラ
ブ

あ
ゆ

み
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（現
場

研
修

）
平

子
真

治
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（基
礎

）受
講

者
2

6
2
0
24

年
7
月

3
1
日

10
：0

0-
11

：3
0

香
美

市
中

央
公

民
館

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（現

場
研

修
）

堀
田

幸
生

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（基

礎
）受

講
者

1

7
2
0
24

年
8
月

1
8
日

10
：0

0-
15

：0
0

高
知

県
立

高
知

城
博

物
館

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（現

場
研

修
）

堀
田

幸
生

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（基

礎
）受

講
者

1

8
2
0
24

年
8
月

2
0
日

1
0
:0

0
-1

2
:0

0
秦

小
児

童
ク

ラ
ブ

こ
な

つ
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（現
場

研
修

）
平

子
真

治
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（基
礎

）受
講

者
1

9
2
0
24

年
9
月

1
日

9：
15

-1
6：

30
高

知
県

立
ふ

く
し

交
流

プ
ラ

ザ
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（企
画

・対
象

者
理

解
）

堂
本

真
実

子
、

藤
田

由
紀

子
堀

田
幸

生
、

平
子

真
治

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（基

礎
）受

講
者

12

10
2
0
24

年
9
月

7
日

8：
35

-1
0：

15
春

野
西

小
学

校
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（現
場

研
修

）
平

子
真

治
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（基
礎

）受
講

者
2

11
2
0
24

年
9
月

2
9
日

9
:3

0
-1

5
:0

0
土

佐
市

総
合

文
化

施
設

つ
な

ー
で

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（現

場
研

修
）

堀
田

幸
生

、
平

子
真

治
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（基
礎

）受
講

者
2

12
2
0
24

年
1
0
月

5
日

9
:0

0
-1

6
:2

0
四

万
十

総
合

文
化

セ
ン

タ
ー

し
ま

ん
と

ぴ
あ

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（基

礎
）

堀
田

幸
生

、
平

子
真

治
指

導
者

と
し

て
活

動
す

る
意

思
の

あ
る

方
 、

所
属

先
等

で
木

育
に

取
り

組
む

意
思

の
あ

る
方

9
う

ち
1
名

は
R

5
受

講
者

が
再

受
講

13
2
0
24

年
1
0
月

2
9
日

1
3
:5

0
-1

5
:2

5
高

知
市

立
一

宮
東

小
学

校
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（現
場

研
修

）
平

子
真

治
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（基
礎

）受
講

者
3

14
2
0
24

年
1
1
月

2
4
日

9
:3

0
-1

6
:3

0
高

知
県

立
森

林
研

修
セ

ン
タ

ー
情

報
交

流
館

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（樹

木
学

習
・

材
料

準
備

）
堀

田
幸

生
、

平
子

真
治

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（基

礎
）受

講
者

16

事
業

区
分

木
育

指
導

員
養

成
講

座

実
施

団
体

名
公

益
社

団
法

人
高

知
県

森
と

緑
の

会

10



第
３
号
様
式

 

別
紙
５

 

事
 
業
 
実
 
施
 
一

 
覧

 

 
（
注
）
１
 
実
施
団
体
別
に
作
成
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
適
宜
、
増
行
、
増
項
等
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

２
 
「
番
号
」
は
、
別
記
第
３
号
様
式
別
紙
６
の
活
動
個
別
事
例
報
告
の
番
号
と
一
致
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

 

番 号
年

　
月

　
日

時
間

実
施

場
所

実
施

内
容

講
師

名
対

象
者

参
加

者
数

備
考

15
2
0
24

年
1
2
月

2
2
日

1
0
:0

0
-1

6
:0

0
香

美
市

立
図

書
館

か
み

ー
る

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（現

場
研

修
）

堀
田

幸
生

、
平

子
真

治
木

育
指

導
員

養
成

講
座

（基
礎

）受
講

者
3

16
2
0
25

年
3
月

1
日

10
：0

0-
14

：0
0

香
美

市
日

ノ
御

子
キ

ャ
ン

プ
場

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（現

場
研

修
）

平
子

真
治

木
育

指
導

員
養

成
講

座
（基

礎
）受

講
者

5

合
計

79

事
業

区
分

木
育

指
導

員
養

成
講

座

実
施

団
体

名
公

益
社

団
法

人
高

知
県

森
と

緑
の

会

11



12



13



14



15



16
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森
林
活
用
指
導
者
育
成
事
業

生
涯
学
習
課

　
学

校
林

を
は

じ
め

と
し

た
地

域
の

森
林

等
、

豊
か

な
自

然
環

境
を

活
用

し
、

体
験

を
中

心
と

し
た

森
林

環
境

教
育

を
推

進
す

る
こ

と
の

で
き

る
人

材
育

成
研

修
を

行
う

。
　

　
　

　
　

事
業
概
要

◆
令

和
２

年
度

に
高

知
県

社
会

教
育

委
員

会
よ

り
、

体
験

活
動

を
支

え
る

人
材

養
成

の
　

シ
ス

テ
ム

の
構

築
が

提
案

さ
れ

る
。

◆
学

校
林

を
保

有
す

る
県

内
小

中
高

等
学

校
（
私

立
含

む
）
10

8校
　

う
ち

、
学

校
林

を
利

活
用

し
て

い
る

学
校

の
割

合
　

約
19

％

　

現
状
・
課
題

実
施
内
容

事
業
目
標

  
R

７
当

初
：

7
1
7
千

円
 

（
入

）
7
1
7
千

円
（

R
６

当
初

：
7
5
5
千

円
 

（
入

）
7
5
5
千

円
）

▶　
森

林
や

間
伐

の
知

識
を

持
つ

人
材

難
。

　
（
教

員
・
地

域
と

も
に

）

▶　
森

林
環

境
教

育
を

推
進

す
る

指
導

者
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
場

、
学

習
指

導
要

領
で

求
め

ら
れ

て
い

る
資

質
・能

力
の

研
修

す
る

機
会

不
足

。

▶　
新

た
な

自
然

体
験

活
動

指
導

者
を

目
指

す
人

に
対

す
る

研
修

の
受

け
皿

が
少

な
い

。

・保
・
幼

の
園

児
、

小
・
中

・
高

の
児

童
生

徒
を

対
象

に
、

体
験

を
中

心
と

し
た

森
林

環
境

教
育

を
推

進
す

る
人

材
を

育
成

す
る

。
（
令

和
３

～
９

年
の

７
年

間
）

　 ・育
成

し
た

人
材

が
、

市
町

村
や

学
校

等
関

係
機

関
と

つ
な

が
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

に
お

い
て

、
森

林
活

用
活

動
を

実
施

し
て

い
る

。

森
林

活
用

指
導

者
育

成
研

修
　

（
年

間
４

回
程

度
）

・
学

校
教

育
や

社
会

教
育

に
お

け
る

森
林

保
全

に
関

す
る

知
識

・
技

能
の

習
得

、
森

林
や

自
然

環
境

を
活

用
し

た
体

験
活

動
や

防
災

学
習

を
指

導
で

き
る

力

・
活

動
す

る
場

所
（
森

林
）
の

環
境

整
備

が
で

き
る

技
能

及
び

活
動

場
所

の
安

全
管

理
能

力
・
児

童
生

徒
等

の
特

性
に

配
慮

し
た

適
切

な
支

援
の

仕
方

　
　

等

森
林

活
用

指
導

者
資

質
向

上
研

修
　

（
年

間
２

回
程

度
）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

）
・
よ

り
実

践
的

な
指

導
及

び
企

画
方

法
を

学
ぶ

・
修

了
者

同
士

が
つ

な
が

り
、

協
働

的
な

森
林

環
境

教
育

を
実

施

①
研
修

②
情
報
提
供

学
校

児
童
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｔ
Ａ

市
町
村

教
育
委
員
会

情 報 提 供

地
域
学
校
協
働

本
部

学
び
場
人
材

バ
ン
ク

情 報 共 有

森
林

活
用

指
導

者
育

成
研

修
修

了
者

の
情

報
提

供
を

市
町

村
教

育
委

員
会

・
関

係
団

体
に

行
い

、
学

校
や

児
童

ク
ラ

ブ
等

と
共

有

対
象

：
青

少
年

教
育

施
設

職
員

、
地

域
学

校
協

働
活

動
関

係
者

　
　

　
　

地
域

お
こ

し
協

力
隊

・
集

落
支

援
員

　
　

　
　

大
学

生
、

 教
員

、
一

般
等

対
象

：
森

林
活

用
指

導
者

育
成

研
修

修
了

者

事
業
達
成
目
標

実
績

令
和
３
～
９
年
度
修
了
者

令
和
３
～
６
年
度
修
了
者

40
名
以
上

20
名

研
修

修
了
者

（※
）

　
④
マ
ッ
チ

　
　
ン
グ

⑤
つ
な
が
る
・
森
林
環
境
教
育
の
推
進

※
森

林
活

用
指

導
者

育
成

研
修

全
４

回
を

修
了

し
た

者

山
の

学
習

支
援

事
業

林
業

環
境

政
策

課

高
知
県

生
涯
学
習

課

③
要
請

連
携

18



令和６年度森林環境税を活用する事業（実績）

高等学校課

１高校生森林環境理解事業

河川の水質調査や森林生態系のモニタリング、間伐材利用、森林環境の維持・管理など実践的

な活動を通して森林環境保全を理解･支援できる人材の育成を図る。

○四万十高校

森、川、海学習を実施し、１年次は生態系の成り立ちや連続性に

ついて、２年次では、自然観察や生物の生態調査(図1)を実施し、

３年次ではこれまでの学習を踏まえ、自然環境に関する課題につい

てフィールドでの活動を行い、３年間を見通した系統的な環境学習

に取り組んでいる。 (図1) 海学習

○高知北高校

鏡川の清掃活動の実施や水生生物の採集･分類･調査を通して鏡川

の水質、生態系全体のつながりを学習している。また、県産材を利用

した木工(図2)に取り組み、作品製作を通して、森林資源活用や自然

環境の保全に取り組む姿勢を育成している。

(図2)木工品の製作

○窪川高校(令和６年度から実施)

大阪府の天神橋筋商店街において「四万十お野祭市場」を実施し、四万十町の特産物をＰＲ

する活動を行っている。市場では農産物販売や町産材を利用した木工品を作成し来場者に配

布している。この活動を通じて森林資源の有効活用と自然環境の保全について、生徒自らが

考え行動する力を育み、環境保全について広く伝える活動を行っていく。

○幡多農業高校

間伐材利用事業では、学校演習林での間伐・集材・林道整備(図3)

などの作業を行い、搬出した間伐材を有効利用し、木工品を製作し、

森林環境と木材の有効利用について学ぶ。

(図3)林道整備

○嶺北高校

２年生を対象に、嶺北地域の林業事業所が管理する森林の現場に視察を行い、適切な森林

管理が環境保全につながることを間近で感じ、森林環境への理解を深めていく。

３年生では、教育の森を活用した森林学習として、森林環境を維持するための管理につい

て体験的な活動を通して、森林の多面的機能を維持するための知識や技術の習得を図る。(令

和６年度から)
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R
6
　
高
知
県
立
林
業
大
学
校
　
【
短
期
課
程
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
】
授
業
実
績
一
覧
表

コ
　
ー
　
ス

科
　
　
目

講
座
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾄ用

内
　
　
　
　
　
容

定
　
員

受
講
予
約

受
講
者
数

・
実
績

料
金

日
程

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
①

1
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
と
林
業
用
刃
物
の
研
ぎ
方
①

1
0

5
4

無
料

9
月
2
7
日

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
②

1
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
と
林
業
用
刃
物
の
研
ぎ
方
②

1
0

8
7

無
料

2
月
1
4
日

資
格
取
得
コ
ー
ス

資
格
取
得
1
2
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
特
別
教
育
①
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

1
0

1
0

9
無
料

9
月
4
日

資
格
取
得
コ
ー
ス

資
格
取
得
1
2
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
特
別
教
育
①
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

1
0

1
0

9
無
料

9
月
5
日

資
格
取
得
コ
ー
ス

資
格
取
得
1
2
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
特
別
教
育
①
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

1
0

1
0

9
無
料

9
月
6
日

資
格
取
得
コ
ー
ス

資
格
取
得
1
2
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
特
別
教
育
②
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

1
0

1
0

8
無
料

1
月
2
9
日

資
格
取
得
コ
ー
ス

資
格
取
得
1
2
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
特
別
教
育
②
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

1
0

1
0

7
無
料

1
月
3
0
日

資
格
取
得
コ
ー
ス

資
格
取
得
1
2
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
特
別
教
育
②
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

1
0

1
0

7
無
料

1
月
3
1
日

資
格
取
得
コ
ー
ス

資
格
取
得
1
3
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
①
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

1
0

1
0

7
無
料

1
1
月
2
0
日

資
格
取
得
コ
ー
ス

資
格
取
得
1
3
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
②
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

1
0

1
0

1
0

無
料

2
月
7
日
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も
り
り
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
発
行
さ
れ
て
い
る
の
？

　
森
林
の
持
つ
た
く
さ
ん
の
機
能
や
役
割
り
を
理
解
し
て
、
県
民
み
ん
な
で
森
林
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
年
２
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

や
く

 わ

も
り
り
ん
は
公
共
機
関
や
道
の
駅
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
高
知
県
林
業
環
境
政
策
課
の
H
P
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

は
い

ふ

平
成
1
9
年
～
　

森
林
環
境
情
報
誌
m
a
m
o
ri

発
刊
（
1～
2
2
号
）

平
成
30
年
～
現
在

森
林
環
境
情
報
誌
も
り
り
ん

発
刊
（
1～
1
4
号
）

森
林
環
境
税
を
使
っ
て
、

シ
カ
の
被
害
を

防
い
だ
り
し
て
い
る
よ
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浜端ヨウヘイ
LIV
E

かつ
おとさおりの

社会科見学！
元
尼
神
イ
ン
タ
ー

誠
子さ
んに
よる

主催 ： 高知県・高知県木材普及推進協会
協賛 ： 

後援 ： 

お問い合わせ

もくもくエコランド実行委員会
高知市小倉町 2-8

TEL：088-883-6721（土・日・祝休） 四国森林管理局、高知県教育委員会、高知市、高知市教育委員会、香美市教育委員会、協同組合帯屋町筋、高知県青年林材協会、公益社団法人 高知県森と緑の会、株式会社テレビ高知、株式会社エフエム高知、
高知ケ－ブルテレビ株式会社、RKC高知放送、KSSさんさんテレビ、NHK高知放送局、高知新聞社、読売新聞、朝日新聞、毎日新聞高知支局

一般社団法人高知県木材協会、高知県木製品工業連合協同組合、高知県木材協同組合、高知県建具協同組合、協同組合高知県木材工業団地連盟、公益社団法人高知県建築士会、
公益社団法人日本建築家協会四国支部高知地域会、高知県森林組合連合会、土佐林業クラブ、一般社団法人高知県山林協会、高知県素材生産業協同組合連合会、協同組合高知木材センター、
協同組合高幡木材センター、協同組合西部木材センター、株式会社太洋木材市場、高知県林材株式会社、ウッドテクノス株式会社、四国建販株式会社、ミタニ建設工業株式会社、
株式会社高知前川種苗、株式会社四国銀行、株式会社高知銀行、高知信用金庫、四国労働金庫高知営業本部、高知県信用農業協同組合連合会、ヨンケン株式会社、高知商工会議所、
株式会社晃立、高知県木材商業協同組合、高知県中央木材工業団地協同組合、生活協同組合コープ自然派しこく、ジャストタイム

薪

を
使ってピ
ザを焼こう！

あそびのこ×
も
く
も
く

誠
子
食
堂

by
.merci×高知県

ドドンンララ

東洋電化中央公園 帯屋町1丁目アーケード＆
2024年 月 日10 ▶26 土 日27 10:00～16：00日

エ コ

木あそび楽校

も く も く

26 27土
日

森林をテーマに高知の食材を使用
したコラボフードやドリンク販売。
飲食コーナー「誠子食堂 by.merci」

を開店！

ギターとピアノを確かな演奏力で
自在に操り、等身大の人間らしさを
写した大きな歌とその声で、
会場全体を包み込みます。 こどもを育む、木にふれる 

イベント企画
「あそびのこ」とのコラボ

「私たちが薪を使うことも
森を育て守ることに繋がる」
森の循環を本格ピザを
作りながら学ぼう！

木あそび楽校、開校！木あそび楽校、開校！
きき がっこうがっこう かいこうかいこう

16：0016：0016：0016：00

木
に
触
れ
て
、森
を
学
ぶ

も
く
も
く
学
ん
で
、山
の
よ
う
な

　
　
　
　
知
識
の
宝
を
見
つ
け
よ
う
　

き

ふ

ま
な

ま
な

み

ち
し
き

た
か
ら

や
ま

も
り

3時間目 11：30

5時間目 13：00
6時間目 13：30
7時間目 14：00 司馬天聖龍マックスショー～森編～

木を使った楽器づくり教室

かつおとさおりの社会科見学②

浜端ヨウヘイ ライブ8時間目 14：30

放課後クラブ 15：15
閉校 16：00

もち投げ
終了

連絡事項 15：00 高知県からのお知らせ

3時間目 11：30

5時間目 13：00
6時間目 13：30
7時間目 14：00 司馬天聖龍マックスショー～森編～

木を使った楽器づくり教室

かつおとさおりの社会科見学②

浜端ヨウヘイ ライブ8時間目 14：30

放課後クラブ 15：15
閉校 16：00

もち投げ
終了

連絡事項 15：00 高知県からのお知らせ

かつおとさおりの社会科見学①かつおとさおりの社会科見学①
林大生によるチェーンソー
　　　　　トレーニングの実演
林大生によるチェーンソー
　　　　　トレーニングの実演

森の検定森の検定
サンドイッチパーラー ライブサンドイッチパーラー ライブ

4時間目 12：004時間目 12：00
給食の時間 12：30給食の時間 12：30

スガジャズダンススタジオスガジャズダンススタジオ

2時間目 11：00

1時間目 10：30

2時間目 11：00

1時間目 10：30
朝の会  10：00朝の会  10：00

誠子トークショー誠子トークショー

1時間目 11：00
2時間目 11：30

4時間目 13：00

5時間目 13：30
6時間目 14：00

かつおとさおりの社会科見学
もち投げ

林大生によるチェーンソー
　　　　　  トレーニングの実演
森の検定

7時間目 14：30 サンドイッチパーラー ライブ

放課後クラブ 15：30
下校時間 16：00 終了

連絡事項 15：00 高知県からのお知らせ

給食の時間 12：30

表彰式  10：30 木の文化賞表彰式
開校 　 10：00 オープニングイベント

1時間目 11：00
2時間目 11：30

4時間目 13：00

5時間目 13：30
6時間目 14：00

かつおとさおりの社会科見学
もち投げ

3時間目 12：00 ほったさんのバードカービングと
　　　　　　 ラワンの種飛ばし

3時間目 12：00 ほったさんのバードカービングと
　　　　　　 ラワンの種飛ばし

林大生によるチェーンソー
　　　　　  トレーニングの実演
森の検定

届け！世界へ 高知の木色届け！世界へ 高知の木色

7時間目 14：30 サンドイッチパーラー ライブ

放課後クラブ 15：30
下校時間 16：00 終了

連絡事項 15：00 高知県からのお知らせ

給食の時間 12：30

表彰式  10：30 木の文化賞表彰式
開校 　  10：00 オープニングイベント

RSバレエスタジオRSバレエスタジオ

もももも
このイベントは県の森林環境税を活用してい

ます
。

26日

26日
27日

両日
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森林保全バスツアー申込バスツアー申込バスツアー申込バスツアー申込
113 日 316日

カネアリ水産
からあげ専門店TORICO
CREA_TEA
を菓子と。coffee and bake
The Node 
Hawaiian Café
coco crepe
ごはんや喜箱
八百バル

高知県産「特用林産物」販売・紹介

高知県自然共生課

四国建販（株）

四国森林管理局

カーボンニュートラルPRコーナー

新聞バッグ制作体験コーナー

香美市 あんぱん室・やなせたかし記念館

林業環境政策課・森林環境税の事業紹介

（一社）高知県木材協会

TOSAZAIセンター

生活協同組合コープ自然派しこく
こうちセンター
トラスト建設
ひのき屋
（株）土佐龍
ばうむ合同会社
薪ストーブ専門店 おのストーブ
住宅の耐震相談
高知県空き家相談窓口
建匠
四国電力・Pikara bySTNet
オール電化 実演・体験コーナー
水口木工所
池川木材工業有限会社

学 ぶ 教 室
ま　 な き　 ょ　 う 　し　 つ

森林環境保全活動や森林環境税など、川上で
森を守る活動を学ぶことができるエリア

き　 ょ　 う　 し　 つく

暮 ら し 教 室
木を活かした活動や、住まい・
暮らしに関する情報を知ることが
できるエリア

誠子食堂by.merci
コラボ店舗

き ゅ　う　　し ょ　く

給 食 エ リ ア

もも
くくく
まままるるる

ぷらっとホームMoku

情報交流館

木と竹の名人

こうち山の日
ボランティアネットワーク

こうちの木で木育 ヒラコラボ

高知県森と緑の会

ねっことそら / maito

山の中の小さな工務店

カホンつくり教室

組木で遊ぼう・くねくね杢

小さな手作り木のおもちゃ屋さん
土佐ろくろく工房
木育活動団体「こうち」

甫喜ヶ峰森林公園
（高知県山林協会）

高知県青年林材協会
木のおもちゃで遊ぼう

株式会社 ザイエンス

薪割りからのキャンプ体験

た　 い　 け 　ん き　 ょ　 う　 し　 つ

体 験 教 室
木を使ったおもちゃや、森や木が持つ多面的機能が体験
できるエリア

11月3日(日)バスツアー申込締切

10月30日(水)

会
場
内
の
ブ
ー
ス
を
周
っ
て

　

木
の
コ
イ
ン
を　
　
　

集
め
て

　
　

景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！　

３
枚

「あそびのこ」
中央公園の噴水エリアにて、
「あそびのこ」イベントを開催！

同時開催同時開催

森の循環について楽しく学ぶ！

植える
う

そだ

き

つか

使 う 育てる

伐 る

◀もくもくエコランド内　 
木のコイン「もくもーく」
◀もくもくエコランド内　 
木のコイン「もくもーく」

まきまき やや

「私たちが薪を使うことも森を
育て守ることに繋がる」

森の循環を本格ピザを作り
ながら学ぼう！

「私たちが薪を使うことも森を
育て守ることに繋がる」

森の循環を本格ピザを作り
ながら学ぼう！

26日

薪でピザを焼こう！薪でピザを焼こう！

土

土
土

土

日
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森
林
環
境
税
に
関
す
る
座
談
会
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て

<
開
催
概
要
>

・一
般

県
民

の
参

加
を公

募
して

開
催

す
る

座
談

会
に

つ
い

て
、当

初
11

月
の

開
催

を
予

定
して

い
た

が
、参

加
者

数
が

十
分

に
集

まら
な

か
った

こと
か

ら一
旦

中
止

・開
催

内
容

に
つ

い
て

見
直

しを
行

い
、R

6.
12

月
～

R7
.3

月
の

間
で

、地
域

住
民

や
高

校
生

を対
象

に
計

4回
の

意
見

交
換

会
を

実
施

、計
65

名
か

ら
森

林
環

境
税

（
以

下
、「

税
」と

い
う）

に
関

す
る

意
見

を聴
取

   
   

   
   

   
   

   
 

税
の
仕
組
み
、名
称
、認
知
度
な
ど

・税
の

PR
が

足
りて

い
な

い
。知

らず
に

徴
収

され
て

い
る

の
と、

知
って

徴
収

され
て

い
る

の
で

は
大

きく
異

な
る

。
・国

の
森

林
環

境
税

、譲
与

税
と名

称
が

重
複

して
分

か
りづ

らい
の

で
、名

称
の

変
更

を
検

討
して

は
どう

か
。

・成
果

を測
る

目
標

や
指

標
を明

確
に

す
る

べ
き

。

林
業
の
担
い
手

・林
業

の
離

職
者

が
多

い
た

め
、カ

ウン
セ

リン
グ

や
悩

み
相

談
が

で
き

る
窓

口
を

各
林

業
事

務
所

に
設

置
す

る
な

ど、
林

業
従

事
者

をつ
な

ぎ
止

め
る

よ
うな

施
策

が
必

要
。

・担
い

手
の

確
保

に
つ

い
て

、各
市

町
村

の
事

情
に

よ
って

そ
の

取
組

に
濃

淡
が

あ
り、

担
い

手
の

取
り合

い
に

な
って

しま
う。

県
に

は
担

い
手

の
全

体
的

な
底

上
げ

の
よ

うな
、市

町
村

レ
ベ

ル
で

は
で

きな
い

広
域

的
な

取
組

を
お

願
い

した
い

。

森
林
整
備

・再
造

林
に

あ
た

って
は

、ウ
ラジ

ロガ
シ

な
ど高

知
県

の
気

候
や

風
土

に
合

った
樹

種
を植

え
て

い
く必

要
が

あ
る

が
、ス

ギ
、ヒ

ノ
キ

以
外

の
研

究
・開

発
の

デ
ー

タが
少

な
く、

参
考

に
で

きな
い

。研
究

・開
発

を進
め

る
こと

と、
その

デ
ー

タを
イン

ター
ネ

ット
な

どで
広

く公
表

す
る

よう
な

取
組

に
活

用
して

ほ
しい

。
・造

林
の

補
助

金
に

つ
い

て
、ス

ギ
や

ヒノ
キ

に
比

べ
て

ウラ
ジ

ロガ
シ

の
補

助
率

が
少

な
い

。地
域

の
特

性
に

合
った

樹
種

の
補

助
率

を上
げ

て
ほ

しい
。

・県
産

木
材

の
魅

力
発

信
の

た
め

、ブ
ラン

ド化
や

森
林

認
証

な
どに

取
り組

み
、山

に
還

元
す

る
仕

組
み

が
あ

れ
ば

よい
。

木
材
利
用

・災
害

へ
の

備
え

とし
て

、一
般

の
住

宅
や

仮
設

住
宅

に
も

使
え

る
よう

な
、県

産
材

を使
用

した
住

宅
の

ユ
ニッ

トを
ス

トッ
クし

て
お

く仕
組

み
が

あ
れ

ば
よい

。
・小

径
木

の
付

加
価

値
を上

げ
る

た
め

、木
育

用
の

木
の

お
も

ち
ゃな

ど、
小

径
木

の
有

効
活

用
に

繋
が

る
よう

な
取

組
に

活
用

して
も

らい
た

い
。

里
山
・竹
林
の
整
備

・荒
れ

た
竹

林
を整

備
して

、景
観

を良
くす

る
事

業
に

活
用

して
もら

い
た

い
。

　⇒
対

応
中

（
既

存
事

業
の

紹
介

な
ど）

そ
の
他

・相
続

登
記

の
義

務
化

だ
け

で
は

森
林

の
荒

廃
の

問
題

は
解

決
しな

い
。放

置
され

た
森

林
を国

が
管

理
す

る
な

どの
仕

組
み

が
必

要
。

<
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
・集
落
支
援
員
・地
域
お
こし
協
力
隊
等
か
ら
の
ご
意
見
>

<
高
校
生
か
ら
の
ご
意
見
>

・木
の

種
類

を書
い

た
看

板
を

山
に

設
置

して
ほ

しい
・木

の
博

物
館

が
あ

れ
ば

よい
・森

に
囲

まれ
た

ホ
テ

ル
や

カフ
ェが

あ
れ

ば
よい

開
催
日

開
催
場
所

対
象
者

参
加
人
数

R6
.1

2.
18

仁
淀

川
町

林
業

振
興

セ
ン

ター
仁

淀
川

流
域

の
集

落
活

動
セ

ンタ
ー

会
長

、集
落

支
援

員
な

ど
17

名

R6
.2

.3
嶺

北
林

業
振

興
事

務
所

嶺
北

地
域

の
林

業
に

関
わ

る
地

域
お

こし
協

力
隊

な
ど

５
名

R7
.2

.1
3

嶺
北

高
校

生
徒

（
２

年
生

）
24

名

R7
.3

.1
4

追
手

前
高

校
吾

北
分

校
生

徒
（

１
、２

年
生

）
19

名

・狩
猟

体
験

・駆
除

した
動

物
の

解
体

をし
て

み
た

い
・駆

除
した

シ
カを

食
べ

て
み

た
い

資
料
３

森
林
環
境
税
を

活
用
して
や
って

み
た
い
こと
、や
っ

て
ほ
し
い
こと

森
や
山
の
こと
で

知
りた
い
こと
、

分
か
ら
な
い
こと

・丸
太

１
本

当
た

りの
価

格
や

木
材

の
生

産
量

・木
材

の
加

工
方

法
・木

で
どん

な
物

が
作

られ
て

い
る

の
か

・山
菜

な
どを

勝
手

に
採

って
も

い
い

の
か

・森
林

や
山

を活
用

して
お

金
を稼

ぐ方
法

は
・「

森
林

体
験

」で
は

具
体

的
に

どの
よう

な
こと

をす
る

の
か

・シ
カの

駆
除

方
法

・駆
除

され
た

動
物

の
骨

や
皮

は
どの

よ
うに

利
用

され
る

の
か

・木
登

り、
登

山
、ト

レイ
ル

ラン
・山

菜
、き

の
こ採

り
・森

の
中

で
の

バ
ー

ベ
キ

ュー
、ピ

クニ
ック

、キ
ャン

プ
・木

の
種

類
を学

び
な

が
ら写

真
に

収
め

る
体

験
・生

き物
の

観
察

・公
園

の
整

備
・ア

ス
レチ

ック
、ス

キ
ー

場
な

どの
整

備

・木
製

品
の

作
成

（
例

：
ス

プー
ン、

ス
マ

ホ
ケ

ー
ス

、バ
ット

、ラ
ケ

ット
、楽

器
、メ

ガ
ネ

、腕
時

計
、パ

ズ
ル

な
ど）

・燻
製

チ
ップ

作
り

・木
の

お
も

ち
ゃづ

くり
の

イベ
ン

ト
・災

害
に

耐
え

られ
る

木
の

住
居

を作
って

ほ
しい

木
材
利
用
に
関
す
る
こと

山
や
森
林
で
行
うレ
ク
リエ
ー
シ
ョン
な
ど

鳥
獣
対
策
な
ど

そ
の
他

・地
球

の
表

面
積

に
占

め
る

森
林

の
面

積
・木

が
あ

る
こと

の
デ

メリ
ット

や
困

る
こと

は
な

い
の

か
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高

知
県

緑
化

促
進

事
業

費
補

助
金

 
 

補
助

要
件

事
業

実
施

主
体

：
 市

町
村

、
市

町
村

教
育

委
員

会
、

社
会

福
祉

法
人

、
医

療
法

人
、

財
団

法
（

補
助

事
業

者
）

   
   

   
人

、
県

内
に

事
務

所
を

置
く

企
業

、
団

体
等

で
あ

っ
て

、
補

助
事

業
完

了
 

 
 

 
 

 
 

 後
も

責
任

を
も

っ
て

継
続

的
に

樹
木

の
育

成
管

理
を

行
え

る
も

の
  補

助
対

象
施

設
：

教
育

・
保

育
施

設
、

市
町

村
や

市
町

村
教

育
委

員
会

の
整

備
す

る
施

設
又

は
 

 
 

 
 

 
 

木
材

を
利

用
し

た
Ｐ

Ｒ
効

果
の

高
い

公
共

的
施

設
(社

会
福

祉
施

設
、

病
院

 
 

 
 

 
 

 
又

は
診

療
所

、
運

動
施

設
、

社
会

教
育

施
設

、
駅

等
及

び
道

の
駅

)

補
助

対
象

経
費

：
郷

土
樹

種
を

活
用

し
た

モ
デ

ル
的

な
緑

化
に

お
け

る
植

樹
や

樹
木

展
示

に
要

 
 

 
 

 
 

 
す

る
経

費
 

   
   

   
   

   
  

（
樹

木
・

プ
ラ

ン
タ

ー
購

入
費

、
運

搬
費

、
土

壌
改

良
費

、
産

業
廃

棄
物

 
 

 
 

 
 

 
  運

搬
処

理
費

、
工

事
請

負
費

、
設

計
・

測
量

・
調

査
委

託
料

）
   

   
   

   
   

   
   

   
   

※
１

事
業

の
補

助
金

額
が

40
万

円
以

上
を

対
象

 
 

 
 

 
 

 
補

 
助

 
率

 
：

市
町

村
及

び
市

町
村

教
育

委
員

会
、

教
育

・
保

育
施

設
：

10
/1

0以
内

 
 

 
 

 
 

 
そ

の
他

：
1/

2以
内

(た
だ

し
、

大
企

業
に

該
当

す
る

場
合

は
1/

3以
内

) 
 

 

補
助

額
の

上
限

：
60

0万
円

/事
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

(予
定

)と
主

な
手

続
き

 
  4

月
 

 
要

綱
・

事
務

取
扱

要
領

制
定

、
一

次
募

集
（

事
業

計
画

書
の

提
出

期
限

：
７

月
）

 
  7

月
頃

 
内

示
 

  8
月

頃
 

申
請

(※
1)

～
交

付
決

定
 

(※
1)

事
業

の
変

更
内

容
に

よ
っ

て
、

変
更

申
請

が
必

要
な

場
合

あ
り

。

 
【

補
助

事
業

者
】

：
事

業
着

手
(※

2)
 

⇒
（

遂
行

状
況

報
告

(※
3)

）
 

⇒
 

実
績

報
告

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(※
2)

着
手

は
、

原
則

交
付

決
定

日
以

降
。

や
む

を
得

ず
早

期
に

着
手

す
る

場
合

は
、

申
請

と
 

 
 

 
 

 
 

と
も

に
指

令
前

着
手

届
の

提
出

が
必

要
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(※
3)

遂
行

状
況

報
告

は
、

知
事

か
ら

求
め

が
あ

っ
た

場
合

に
提

出
。

 
【

県
】

   
   

   
   

  ：
検

査
、

支
払

い
 

補
助

の
目

的
 

幅
広

い
県

民
に

利
用

さ
れ

る
公

共
的

空
間

等
を

郷
土

樹
種

を
用

い
て

緑
化

す
る

取
組

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
県

民
の

森
林

に
関

す
る

理
解

と
関

心
を

高
め

、
緑

を
育

み
、

守
る

活
動

に
つ

な
げ

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 
※

県
土

の
緑

化
を

総
合

的
に

推
進

す
る

と
と

も
に

、
良

好
な

環
境

の
形

成
に

も
つ

な
げ

る
。

想
定

す
る

主
な

緑
化

の
内

容
○

教
育

・
保

育
施

設
 

 
内

容
：

児
童

・
生

徒
な

ど
が

、
日

常
的

に
緑

と
触

れ
あ

え
る

環
境

を
整

備
す

る
た

め
、

 
 

 
 

 
保

育
所

や
幼

稚
園

、
学

校
等

を
緑

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
木

や
自

然
へ

の
親

 
 

 
 

 
し

み
を

深
め

る
も

の
 

等

○
Ｐ

Ｒ
効

果
の

高
い

公
共

的
施

設
等

 
 

内
容

：
幅

広
い

層
の

県
民

が
日

常
的

に
訪

れ
る

公
園

や
交

通
の

拠
点

等
を

緑
化

す
る

 
 

 
 

 
こ

と
で

、
緑

と
触

れ
あ

え
る

環
境

を
整

備
し

、
県

民
の

緑
に

対
す

る
理

解
と

 
 

 
 

 
関

心
を

高
め

る
も

の
 

等

※
令

和
６

年
度

改
正

 
一

事
業

者
に

つ
き

、
年

度
内

に
１

施
工

箇
所

に
係

る
事

業
を

申
請

上
限

と
す

る
。

※
こ

の
事

業
に

よ
り

緑
化

し
た

施
設

に
お

い
て

は
、

県
の

森
林

環
境

税
を

活
用

し
た

こ
と

の
表

示
 

が
必

要
。

保
育

所
・

幼
稚

園
公 園

駅
、

道
の

駅
学

校※
高

知
県

森
林

環
境

税
活

用
事

業
(R

6当
初

:1
5,

00
0千

円
 (入

)1
5,

00
0千

円
)
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事
業

の
概

要
・

甫
喜

ヶ
峰

自
然

公
園

は
、

龍
河

洞
県

立
自

然
公

園
・

保
健

保
安

林
に

指
定

さ
れ

て
お

り
、

皆
伐

は
行

う
こ

と
 

が
で

き
な

い
た

め
、

搬
出

間
伐

を
主

体
と

す
る

整
備

を
実

施
す

る
。

・
今

後
も

継
続

的
に

整
備

し
て

い
く

が
、

令
和

６
年

度
は

特
に

森
林

環
境

学
習

効
果

が
得

ら
れ

る
場

所
に

て
人

工
 

林
の

間
伐

を
実

施
し

た
。

・
令

和
６

年
度

の
整

備
面

積
の

実
績

は
2.

17
5h

a。

目
的

・
背

景

 
・
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
は
、

「
森

林
に

関
す

る
知

識
の

普
及

を
図

り
、

も
っ

て
森

林
愛

護
の

 
 

思
想

を
高

め
る

た
め

」
設
置
さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ
り
、

R
4年

度
入

園
者

実
績

は
54

,8
89

人
 
 
と
な
っ
て
い
る
。

 
・

公
園

内
の

森
林

は
、
主
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
か
ら
な
る
人
工
林
46
.4
6h
aと
ア
セ
ビ
を
は
じ
め
と

 
 
す
る
広
葉
樹
等
か
ら
な
る
天
然
林
43
.1
5h
aの
合
わ
せ
て

89
.6

1h
aあ
り
、

林
齢

構
成

は
主

に
55

 
 

～
60

年
生
と
な
っ
て
い
る
。
高
知
市
や
南
国
市
等
の

県
内

の
主

要
都

市
か

ら
近

い
立

地
で

、
人

 
 

工
林

・
天

然
林

を
観

察
で

き
る

貴
重

な
場

所
で
あ
る
。

 
・
森
林
環
境
保
全
基
金
運
営
委
員
会
で
は
、
「

県
立

施
設
に
も
う
少
し
力
を
入
れ

磨
き

上
げ
た
ら
 

 
 
い
い
と
思
う
。

林
業

と
い

う
産

業
と

自
然

・
植

物
と

い
う

切
り

口
の

両
方

か
ら

発
信
し
た
り
、

人
 

 
を

育
て

て
い

く
環

境
に

よ
り

力
を

入
れ

る
た
め
環
境
税
が
使
え
た
ら
よ
い
の
で
は
」
、
と
の
ご
意

 
 
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

林
業

と
自

然
へ

の
取

組
の

モ
デ

ル
と
し
て
当
該
施
設
は
最
適
で
あ
る
。

 
・
一
方
で
、

公
園

内
で

の
森

林
整

備
は

平
成

1４
年

の
保

育
間

伐
を

最
後
に
実
施
で
き
て
お
ら
ず
、

 
 

林
内

全
体

が
過

密
状

態
と
な
っ
て
い
る
。

 
・
ま
た
、

風
倒

木
等

に
よ

り
掛

か
り

木
と
な
っ
て
い
る
箇
所
も
存
在
し
て
お
り
、
公
園
内
の
林
内

 
 
に
は
来
園
者
が
自
由
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

 
・
こ
の
た
め
、
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
内
の
森
林
の

間
伐

等
を

行
い

、
森

林
公

園
内

に
モ

デ
ル

的
な

 
 

人
工

林
の

展
示

場
所
を
整
備
す
る
。

甫
喜

ヶ
峰

森
林

公
園

 施
業

展
示

林
整

備
事

業
に

つ
い

て
( R

6決
算

:4
,7

52
千

円
 (入

)4
,7

52
千

円
 ) 

  
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
利
用
実
績
(人
)

調
査
年
度
R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

入
園
者
数

51
,6
29

58
,8
48

54
,8
89

過
密

と
な

っ
て

い
る

人
工

林
部

分
風

倒
木

に
よ

る
掛

か
り

木
箇

所

調
査
年
度
R2
年
度

R3
年
度

R4
年
度

R5
年
度

入
園
者
数

51
,6
29

58
,8
48

54
,8
89

55
,7
35
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高
 知

 県
 木

 の
 香

 る
 ま

 ち
 づ

 く
 り

 推
 進

 事
 業

(概
要

図
) 

趣
　

旨
「
木

の
文

化
県

構
想

」
に
基

づ
く
「
木

に
親

し
む
」
・「
木

を
活

か
す
」
活

動
の
一

環
と
し
て

、
県

産
材

を
積

極
的

に
利

用
し
た

公
共

的
施

設
等

の
整

備
に
支

援
を
行

い
、
県

内
外
か
ら
の

観
光

客
等

に
木

の
香

る
環

境
を
提

供
す

る
こ
と
や

、
幼

少
期

か
ら
木

材
に
触

れ
あ

い
親
し
む
体

験
を
通

し
て

、
木

の
良

さ
の

普
及

を
図

る
。

木
 
材
 
活
 
用
 
施
 
設
 
等
 
整
 
備

 
学
 
校
 
関
 
連
 
環
 
境
 
整
 
備

玄
関

、
ロ
ビ
ー

そ
の

他
県

民
の

目
に
触

れ
る
機

会
が

多
い

公
的

空
間

※
の
木

質
化

や
木

製
品

の
導

入
に
係

る
経

費
（
※

多
数

の
県

民
等

が
広

く
利

用
可

能
な

空
間

と
す

る
。
た

だ
し
、
特

定
の
会

員
向
け
施

設
や

主
に
職

員
の

利
用

す
る
空

間
な

ど
、
多

数
の
県

民
の

利
用

が
想

定
さ
れ

な
い

も
の
は

対
象

外
）
 

幼
児

、
児

童
・生

徒
及

び
学

生
が

利
用

す
る
保

育
室

、
教

室
等

の
木

質
化

や
木

製
の

机
、
椅

子
、
遊

具
等

に
係

る
経

費
 

１／
２
以

内
（
補

助
金

額
2
5
千

円
以

上
・一

施
設

当
た

り
の

限
度

額
が

4
0
0
万

円
）
 

 
一

施
設

当
た

り
の

限
度

額
4
0
0
万

円
、
一

事
業

者
当

た
り
の

限
度

額
5
0
0
万

円

た
だ

し
、
小

・中
学

校
の

内
装

木
質

化
に
つ

い
て

は
限

度
額

1,
0
0
0
万

円

社
会

福
祉

法
人

、
財

団
法

人
、
医

療
法

人
、
県

内
に
事

務
所

を
置

く
企

業
、
団

体
等

社
会

福
祉

法
人

、
学

校
法

人
、
財

団
法

人
、
保

育
施

設
、
教

育
施

設
等

の
設

置
者

補
助

率

対
象

補
助

事
業

者

20
,
00
0
千
円
　
（
入
）
20
,
0
00
千
円
　

　
　
　
　
　
　
森
林
環
境
保
全
基
金

30



　高
知

県
環

境
不

動
産

の
取

組
に

つ
い

て
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　高

知
県

林
業

振
興

･環
境

部
　木

材
産

業
振

興
課

高
知
学
園
大
学

１
．
高
知
県
環
境
不
動
産
と
は

○
脱
炭
素
社
会
の
実
現
等
に
資
す
る
木
造
化
・
木
質
化
さ
れ
た
非
住
宅
建
築
物
や
４
階
建
て
以
上
の
中
高
層
住
宅
を
「
高
知
県
環
境
不
動
産
」
と
し
て
認
定
。

○
高
知
県
環
境
不
動
産
に
対
し
、
税
制
面
や
都
市
計
画
面
で
優
遇
措
置
を
実
施
。

２
．
高
知
県
環
境
不
動
産
の
優
遇
措
置

　
木
材
を
使
用
し
た
非
住
宅
建
築
物
（商
業
施
設
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
病
院
等
）
及
び
４
階
建
て
以
上
の
住
宅
で

　
あ
っ
て
、
下
記
項
目
に
該
当
す
る
も
の
。

　
　
　
①
環
境
品
質
・
性
能
の
向
上
や
環
境
負
荷
の
低
減
の
た
め
の
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
た
も
の
（

CA
SB

EE
）

　
　
　
②
一
定
規
模
以
上
の
木
材
の
使
用
量
を
有
す
る
も
の
（
県
独
自
基
準
）

　

【
定
義
】
　

①
CA

SB
EE

②
県
独
自
基
準

＋

→

高
知
県
環
境
不
動
産

【
評
価
方
法
】
　

　 　
　
　
項
目
　
　
環
境
品
質
・
性
能
（

Q
）　
：
　
室
内
環
境
、
サ
ー
ビ
ス
性
能
、
室
外
環
境
（
敷
地
内
）
※
５
７
項
目

　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
負
荷
　
　
　

  （
L ）

 　
：　
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
・
マ
テ
リ
ア
ル
、
敷
地
外
環
境
　

  ※
３
５
項
目

　

　
環
境
性
能
効
率

    
    

=
環
境
品
質
・
性
能

  
　
　
環
境
負
荷
　

○
優
遇
措
置
の
対
象
　

　
　
C
A
S
B
E
E
：
A
以
上
、
県
基
準
：
A
以
上

　

公
開
空
地
に
よ
る

割
増
し

環
境
不
動
産
に
よ

る
割
増
し

広
場
や
歩

道
状
空
地

等
の
公
開

空
地
の
設

置

概
　
要

2.
脱

炭
素

社
会

の
実

現
   

 輸
送

距
離

の
短

縮
や

製
造

工
場

の
低

炭
素

の
取

組
を

評
価

.

3.
快

適
空

間
の

形
成

   
  内

装
の

木
質

化
を

評
価

.

1.
林

業
・木

材
産

業
の

持
続

性
確

保
   

 木
材

使
用

量
、森

林
認

証
や

再
造

林
の

取
組

を
評

価
.

5.
地

域
経

済
の

活
性

化
   

  県
産

木
材

の
使

用
、県

内
事

業
者

の
活

用
を

評
価

.

4.
良

好
な

景
観

の
形

成
   

   
外

装
、外

構
の

木
質

化
を

評
価

.

総
合

評
価

3段
階

評
価

：
　　

　　
　S

,A
,B

・
B:
高
知
県
環
境

    
    
不
動
産

・A
,S

:優
遇
措
置

　
　
　
　
の
対
象

基
礎

評
価

　・
延

べ
面

積
　　

　3
00

㎡
以

上

　・
木

材
使

用
量

　　
　0

.1
５

㎥
/㎡

以
上

　・
県

産
木

材
使

用
率

　　
　6

0%
以

上

CA
SB

EE
評
価

高
知
県

独
自
基
準

評
価

B+

高
知
県
環
境
不
動
産

　
　
　
　
　

３
．
環
境
不
動
産
の
認
定
及
び
課
税
免
除
ま
で
の
流
れ

○
優
遇
措
置

　
　
【
財
政
面
】

　
　
　
　
不
動
産
取
得
税
（
県
税
）
の
免
除

　
　
　
　
　
※
不
動
産
取
得
税
＝
課
税
標
準
額
の
４
％

　

【
都
市
計
画
面
】

　
　
容
積
率
の
制
限
緩
和

　

高
知
県
森
連
会
館

BA

A

優
遇
措
置
の
対
象

高
知
モ
デ
ル
３
階
建

○
評
価
の
イ
メ
ー
ジ
　

②
県
独
自
基
準

①
C
A
S
B
E
E

(R
)（
建
築
環
境
総
合
性
能
評
価
シ
ス
テ
ム
）

５
段
階
評
価
：

S、
A、

B+
、

B-
、

C
　
・

B+
:高
知
県
環
境
不
動
産

 　
・

A,
S:
優
遇
措
置
の
対
象

○
高
知
県
環
境
不
動
産

　
 の
イ
メ
ー
ジ
　

S

S

県
産
木
材
の
需
要
拡
大

→

高
知
モ
デ
ル

建
築
設
計

建
設
工
事

完
成
後

容
積
率
の
緩
和

認
定
証

計
画
書
の
受
理
・確
認

新
築
等

を
し
た
者

注
）
変
更
申
請
が
必
要
な
場
合

高 知 県

木
材
産
業
振
興
課

計
画
書
の
受
理
・変
更
確
認

木
材
産
業
振
興
課

変
更
確
認
書

申
請
受
理
・確
認
・認
定

木
材
産
業
振
興
課

認
定
証

事
前
確
認
書

事
前
確
認
書

税
務
課
（県
税

事
務
所
）

建
築
指
導
課

計
画
書

の
申
請

変
更
申
請

環
境
不
動
産

の
認
定
申
請

不
動
産
取
得
税
の

課
税
免
除
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指定管理鳥獣捕獲等事業計画策定調査委託料について

鳥獣対策室
予算 10,778 千円

77,888 千円（国） 2,890 千円（入）
事業概要と目的 指定管理鳥獣捕獲等事業（シカ捕獲事業）に関する「指定管理鳥獣

捕獲等事業実施計画」の策定及びそれに必要な調査の実施並びに捕
獲情報の収集や事業評価の実施を行う。
また、科学的根拠に基づく計画的で順応的なニホンジカ管理に資

する、県内の最新のシカの個体数を推定するための生息状況調査を
実施する。

業務内容 ①令和６年度指定管理鳥獣捕獲等事業にて実施する「高岡区域」及び
「幡多区域」のシカ生息密度を調査し、実施計画策定のための検討
会を開催する。

②県内全域のシカ生息密度調査及びデータ集計を行い、令和７年度
指定管理鳥獣捕獲等事業の実施予定地検討に活用する。

調査内容 ①糞粒調査、植生調査、自動撮影カメラによるシカ出現頻度調査
２区域（高岡区域及び幡多区域）
また、県内で次期候補地を２区域に絞り、調査実施

②糞塊調査：令和２年度シカ個体数調査委託業務にて使用した 70ル
ートの再調査

推計手法 ①糞粒法
狭い範囲のその時点での生息数・密度指標（頭/km2)

②糞塊法
低コストで広範囲に実施可能算出
算出される糞塊密度（個／km）は、ベイズ法によるシカ生息密度
の算定因子や、調査地周辺の捕獲効果の科学的評価に利用。

成果 ①次期指定管理鳥獣捕獲等事業の候補地を科学的根拠に基づき評価
し、生息密度の高く、自然植生被害が顕著で早急に捕獲が必要な区
域を２カ所（嶺北地域、香美地域）決定。

②令和６年度末時点での県内全域のシカ生息密度を推計。
第 5期高知県第二種特定鳥獣（ニホンジカ）管理計画（令和４～８
年度）の中間評価に活用。
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植
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②
現

地
調

査
希

少
野

生
植

物
の

生
育

状
況

、
食

害
被

害
状
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③
防

護
柵

設
置

候
補

地
の

選
定

対
策

が
必

要
な

種
、

優
先

順
位

、
保

護
範

囲
決

定

希
少

野
生

植
物

食
害

対
策

事
業

／
自

然
共

生
課

全
県
的
に
希
少
野
生
植
物
の
被
害
実
態
調
査
を
実
施
し
、
次
年
度
以
降
の
防
護
柵
候
補
地
を
計
画
。

回
復
状
況
を
確
認
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
。
ま
た
、
食
害
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
石
鎚
山

系
の
重
要
な
植
生
へ
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
。

～
絶
滅
危
惧
種
を
シ
カ
等
の
食
害
か
ら
守
る
た
め
～
（
平
成
2
0
年
か
ら
継
続
）
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森林資源再生支援事業（シカ防護柵点検管理）について

木材増産推進課

１．事業概要

○シカ防護柵の点検及び簡易な補修を行うことにより、防護柵の機能を維持し、シカなど

の野生動物からの食害を防止することで、健全な森林を生育する。

【R6 決算額】1,544 千円 （入）1,544 千円（森林環境税）

補助率：定額 21,000 円/日・２人

補助先：林業事業体（R6 は９事業体が活用）

２．現状（背景）

○シカ防護柵設置後、シカ等の野生鳥獣による破壊や降雨等の自然災害による破損が発生

すると、シカが侵入し苗木の食害が発生する。

※シカの侵入後、対策が行われなかった場合、食害により成林しない可能性がある。

○シカ防護柵を設置しても確実にシカの侵入を防ぐことは困難で、事業者から対策を求め

る声は多い。

○ネット設置後の管理は、基本的に森林所有者が行うこととなるが、高齢化等により定期

的に見回ることは困難である。

３．期待される効果

○シカ防護柵の機能が維持され、食害を抑えることができる。(R6 点検面積：172ha)

○長期間防護柵の管理を行わない状況で補修するよりも、定期的に管理する方が補修に係

る費用を削減することができる。

ネット点検 ネット補修

補足説明資料
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